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ゆうちょ財団金融教育講座 親亡き後のライフプラン 

～親が元気なうちにやっておける手続きと金銭 part2～を終えて 

 

 平成 30年 11月 17日（土）、北広島芸術文化ホール活動室にて、ファイナンシャルプランナーAFP/2級

FP技能士 鹿野佐代子氏をお招きし、講座を開催致しました。会員 14名、賛助会員 7名、非会員 11名、

計 32名ご参加頂きました。 

 今年 2月に行われた講座の第 2弾ということで、前回のおさらいに加え、エンディングノートの必要

性、不動産について、障がいのある当事者にする金銭教育について等お聞きしました。金銭教育につい

て、学齢期の子供を持つ親として大変参考になりました。 

１、お金の役割を知る。２、お金を持つ。３、お金を使う。４、計画する。５、管理する。６、繰り返し

経験する。実践する為に早速、カレンダー式ポケットを購入しました。少しずつ活用したいです。 

 参加された皆様から、 

・回を重ねるごとに苦手なお金の話もわかるようになっています。 

・子供のお金の使い方や、子供への遺し方を分かり易く学ぶことが出来ました。大阪人らしいユーモアも

交えての講義で楽しく学べました。障害者扶養共済制度の存在は、参考となります。戸籍謄本を取るこ

と、エンディングノートを作成することの必要性を考えました。 

・親としても教育者としても、勉強になった時間でした。金銭教育、我が家でも職場でも（支援学級）実

践していこうと思います。 

・ぜひ第 3弾を、金融教育の実際、概論を含めてお願いしたいです。 

等、他にも沢山のご感想を頂きました。 

社会福祉法人に長くお勤めされた経験から、鹿野先生は沢山の知識がありまだまだ伺いたいお話がつき

ません。次回またお招きしたいと考えております。 

ご参加とご協力頂いた皆様に感謝申し上げます 

 

仲 上   
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ゆうちょ財団金融講座 

『親亡き後のライフプラン part2』～アンケート結果～ 

 

～今後の学習会や講演会の希望～ 

● パート３を希望します。 

● 実際に自分のプランを作れる内容。 

● SNS やネット利用について、上手な付き合い方。 

● 障害者の兄弟が学べる講演会があると親として安心感を持てる気がします。 

● 具体的な事例を盛り込んで、できればスライドの映像を資料に載せて欲しい。 

● 今後も親亡き後のテーマや、グループホーム等での自立生活についてなど、お話を聞いてみたいです。 

● 生活していく上でのトラブルの解決方法とかも聞いてみたいです。 

● 障害者（その保護者）向けの講演会・勉強会は、既に総論（広く浅い）が多いです。しかし、個々の障

害者の障害の程度は、極めて多様である為、講演内容と聴き手のニーズがマッチしないことが多いです。

聴き手の障害者ごとのニーズを前提にした講演会を希望します。 

● 親も本人も老化していく。心配は尽きませんが、社会的な対応として少しでも心身ともに豊かな生活を

していくために地域社会としての対応（制度＆ボランティア団体含む）は、いかにあるか（用意されて

いるか）。それらを利用する場合の、親・本人側の心構えは、いかになど勉強したい。 

～たくさんのご回答ありがとうございました！～ 

 

『北海道手をつなぐ育成会石狩ブロック研修会“親なき後セミナー”参加報告』 

 

千歳市手をつなぐ育成会主催の今年度の石狩ブロック研修会が 10 月 16 日に開催され、参加いたしまし

た。 

 『成年後見制度を活用した「親なきあと」の備え方』と題し、(社)シニアパートナーズ代表理事 鈴木佳

寿氏のお話を伺いました。成年後見制度全般についての説明、親が抱く不安や心配事に焦点をあてた、説明

がなされました。その後には（株）ジェイアイシー生保信託企画推進部の方から、生命保険信託について足

早でしたが、説明がありました。 

 これまで何度か色々な場所、色々な立場の方から、成年後見制度、親なき後…の話を伺って来ました。私

たち親はこの先の障がいのある子に対して「心配」「不安」がありますが、お金に関する不安に焦点を与え

た話が多く、『お金を残しましょう』『残さなければならない』という風潮(このところ、私個人が感じるこ

とです)が、なんだかとても気になりました。 

 お金は大事なものですが、親である自分達の老後の生活も含め考えていかなければならないものであり、

『とにかく、障がいのある子にはお金を！」の流れは疑問に思うところがあります。流れに踊らされること

なく、親なき後には本人の権利や尊厳が守られた生活が継続できるように、私たち親も色々な立場の方から

学ぶことが必要だと感じました。                                  

斉藤  
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宮城県より開設５年の社団法人シニアパートナーズ代表 鈴木佳寿氏に来ていただき、成年後見制度を

活用した親亡き後の備え方をお聞きました。事例をあげてのお話は、ご家族に寄り添ったのもで、大変あ

たたかい方だなと思って聞いていましたら、最後の方で、鈴木氏がご住職だと言う事がわかりました。 

なるほど、たとえお金の支払いが滞っていたとしても、看取るまで継続するという覚悟で動いているの

は、そういうところからでした。成年後見制度については、何度か聞いているはずですが、繰り返し聞い

た方が良いと実感しました。そして、親がしっかり判断できる間に解決方法を考えるのが、大事だと話し

ていました。自分の家族にとって何を選択していくのが良いのか考えるために、また、研修会等に参加し

ようと思います。 

 

中川  

 

 

 

 

 

 

フレンドリーセンター事業 スキー教室のご案内 

１．日 付 平成３１年１月１９日（土） 

２．時 間 午前８時４５分～午後４時３０分 

３．会 場 マントレースイスキー場  

〒068-0411 北海道夕張市末広 2 丁目 4 

４．集合・解散 北広島市役所 南駐車場  

〒061-1192 北海道北広島市中央 4 丁目 2 番地 1 

５．対 象 市内にお住まいでしょうがいがある方。 

６．内 容 〇 マンツーマンかグループ指導でスキーを学ぶ。 

          〇 ランチバイキング 

７．講 師 小・中学校特別支援学級担当者ほか 

８．定 員 先着１５人 

９．持 ち 物 スキー用具一式  ＊スキーができる服装で来てください。 

１０．申 し 込 み １２月１４まで 市教委社会教育課 

ＴＥＬ ０１１－３７２－３３１１（内線 ４８４２） 

１１．参加料金詳細  

 料 金  料 金 

未就学 ３０００円 中学・高校生 ７０００円 

小学生 ６０００円 大人 ８０００円 

     ＊参加料と現地でかかる費用を含む 

     ◇親の会の会員は、会より参加費の助成があります◇ 
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新年会のご案内 

１．日 付 平成 31 年 1 月 6 日(日) 

２．日 時 午前 11 時 30 分〜午後 1 時 30 分 ※受付は 11 時から 

３．会 場 北広島クラッセホテル  １２階  ノースエルフィン 

     北広島市中ノ沢 450ー1  ＴＥＬ 011ー373ー3800 

４．お問い合わせ 田中(fax011ー891ー3359) 

            キャンセルは平成 31 年 1 月 5 日午後 5 時迄受け付けています。 

 1 名の方が成人を迎えます。ビンゴ大会、マジックショー等で楽しみましょう。 

 たくさんの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

平成 30年度定期総会について 

１．日 時  ３月２６日（火曜）  

２．時 間 １０時３０分から。 

３．場 所 北広島市芸術文化ホール活動室 3 

４．詳 細 会報 2 月号にてお知らせいたします。 

 

 

＊ この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活動を広く紹介する目的で発行しています。 

ほかの目的に使用しないよう、また、破棄する場合は取り扱いにご注意下さるようお願いいたします。 

🔶会報担当 中川民恵 斉藤圭美 井上野花🔶 

活動報告 

７月１７日（火） 「北ひろしま福祉のつどい」第２回実行委員会（井上） 

１０月 ９日（火） 「北ひろしま福祉のつどい」第３回実行委員会（井上） 

１０月１１日（木） 青空会・役員会 

１０月１２日（金） 「北ひろしま福祉のつどい」前日準備（井上） 

１０月１３日（土） 第４３回「北ひろしま福祉のつどい」（井上） 

１０月１６日（火） 北広島市自立支援協議会主催 講演会（加藤） 

北海道手をつなぐ育成会石狩ブロック研修会 (中川・斉藤) 

１１月 ７日（水） 自立支援協議会(こども部会) （加藤） 

１１月 ８日（木） 役員会 

１１月１７日（土） ゆうちょ財団金融教育講座「親なき後のライフプラン」 

１１月１９日（月） 石狩圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会（加藤） 

１１月２６日（月） 自立支援協議会(生活部会) （加藤） 

１２月 ６日（木） 北海道手をつなぐ育成会理事会（加藤） 


